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1月 6日 (日 )付、 日経新間に 「人手不足倒産が最多」 とい う記事。

東京商エ リサーチの調べでは、2018年 11月 までで362件 と前年比2割 強

タイプ別では、業務を担 う人材が確保できずに事業が続けられなくなる
「求人難型Jが66%増の53件。

人材つなぎ留めのための待遇改善がコス ト増に眺ね返つた 「人件費高騰
型」も71%増 の24件。

人手不足倒産に見舞われた業種は、飲食業や老人福祉・介護事業、貨物
自動車運送業などのサービス業が中心。

1月 5日 (土)夫婦で日本橋七福神巡 りをしてきた。5日 なつても参拝客
で行列。ちょつと食事をとろうと、昼時にイタリアンレス トランに入ろう
としたら、中にお客さんはいるのに、 「閉店」の札。中に入つてみてると、
オーナーシェフ1人が厨房にいた。フロアにはお客以外いない。 「なるほど

店員ゼロ」。パンク寸前だった。

猫の手も借 りたいとはこのことだ。飲食業の

今年が始まつた。昨年末から株価が下落傾向と円高の流れ。今年は、「舌L」

を感じる。実感の少ない長期好景気から不況への入り日か。

不況に強いのは断トツの1位の会社。1位の会社は、下位の会社に2乗作用

の圧力を与えている。ある卸売会社の社長曰く、「1位の会社から無言の圧迫

を感じている。ぽつぽつ顧客が1位の会社に流れている。バイヤーからよく言

われるのは、『おたくの強みは何だ ?』『おたくから買う理由は何だ ?』と」。会

社の存在意義を問われている。

経営を勉強していると、他社のマネをしない。マネをすると、自社の強みを

見失い、ジリ貧になることを知つている。常に自社の独自性を問う。

飲食店の社長曰く、「当店に来るお客さんは、他の店にも行つている。当店
に来たときに、いい店か否か、また来たいかどうか、評価する」。

製造業の社長曰く、「同業がやりたがらない仕事がある。ロットは少ないもの

やめんどうなもの。それを当社がやる。市場は大きくないが、当社のいい値で

受注できる。おいしい仕事である」。

経営を勉強していると、売上を追うのではなく、1位狙い。小規模 1位・部分 1

位を狙う。特定の何かで1位をとると効率上昇により利益性がバツグンに良く

なることを知っている。

ある業界では2022年問題というものがある。人手不足により2020年までの

仕事が2022年まで時間がかかる。その後の仕事量が3害J以上減る予想。そう

なると下位の会社は落ちこばれていく。あと3年ある。今のうちに特定の商品

でシェアを伸ばして断トツの1位を目指す。

そうなると1位の4つのメリットを享受できる。まず第1に知名度が上がり、営

業が有利になる。第2に経費が割安になる。第3に顧客による紹介が増える。

第4に倒産・廃業した企業の顧客が1位に流れ、1位の会社に顧客が集中す

る。

相手に判断をゆだねる

「そのようなことをするのは、こういう理由でよくないし、悪い結果がで

る。このようなことをすれば、こういう理由でよい結果が出る」と、あくま
で説示するだけです。

「法則、真理」を示 し、「どうだろうかJと 相手に判断をゆだねます。

相手は自らの意思で 「じゃあ、やってみよう。ためしてみよう」と決めて

実行するわけです。

ブッタが押しつけることはまったくない。間く人には、いつでも自由があ
ります。仏教徒は自由な人間なのです。

rブッダの教え一日―話」(PHP研究所/アルボムッレロスマナサーラ)よリ
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自社の良さを見つけ出し、それを伸ばす。いずれ1位になる。今年はこれだ。


